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役
員
（
員
外
理
事
）
選
任

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
会
計
細
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第
二
号 

令
和
五
年
度
決
算
関
係
書
類
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
三
号 

令
和
六
年
度
一
般
会
計
第
一
回
補
正
予
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
四
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
役
員
（
員
外
理
事
）
選
任
に
係
る
立
会
人
の

 

選
任
に
つ
い
て

議
第
五
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
役
員
（
員
外
理
事
）
選
任
に
つ
い
て

議
第
六
号 

付
帯
決
議
に
つ
い
て

令和６年山形県内７月豪雨被災地義援金のご報告
　本年７月に発生した庄内・最上地方を中心とした記録的豪雨により、亡くなられた方々にお悔やみ申し上
げますとともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
　今回の大雨では、被災状況が広範囲にわたり、土地改良施設にも大きな被害をもたらしていることから、
山新放送愛の事業団を通じて些少ながら本土地改良区の義援金を送らせていただきました。
　被災された地域の一刻も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

【第187回総代会の様子】

　
土
地
改
良
団
体
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
が
推
進
さ
れ
、
全
国
の
土
地
改
良
区
の

理
事
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
二
〇
二
五

年
度
ま
で
一
〇
％
以
上
に
す
る
と
い
う
目

標
か
ら
、
第
一
八
七
回
総
代
会
に
お
い
て
、

員
外
理
事（
女
性
理
事
）一
名
の
選
任
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
女
性
が
持
っ
て
い
る
意
見
や
ア
イ
デ
ア

が
加
わ
る
こ
と
で
、
業
務
改
善
や
改
良
区

運
営
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
任
期
は
、
令
和
七
年
十
月
二
十
一
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

【大築理事長と堀野理事】

第
一
八
七
回 

総
代
会
開
催

　
第
一
八
七
回
総
代
会
が
、
令
和
六
年
八
月
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
六
十
六
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
審
議
が
進
め
ら
れ
上
程
さ
れ
た
令
和
五
年

度
各
会
計
決
算
な
ど
全
案
件
（
六
議
案
）
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

　

本
日
こ
こ
に
、
第
一
八
七
回
総
代

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
総

代
各
位
に
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
ご

出
席
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
代
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
当
改
良
区
の
運
営
・
活
動
な
ど

に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
の
総
代
会
に
は
公
務

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
東
北
農
政
局　

西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所　

千
葉
最
上
川
支
所
長
は
じ
め
、
村
山

総
合
支
庁　

安
達
農
林
技
監
、
山
形

市
農
林
部　

舩
山
次
長
の
ご
来
賓
の

皆
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

理事長  大　築　義　雅

ま
し
た
。
幸
い
に
も
七
月
八
日
に
は
、

貯
水
量
も
回
復
い
た
し
、
番
水
の
実

施
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関

係
者
の
皆
様
の
ご
意
見
や
積
極
的
な

協
力
体
制
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
と

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
一
部
改
正
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
案
内
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
特

に「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
業
法
人
の
経
営
基
盤

の
強
化
、
農
地
の
集
団
化
・
適
正
利

用
・
農
業
生
産
の
基
盤
保
全
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
山
形
市
に
お
け

る
農
地
利
用
の
最
適
化
状
況
を
見
て

み
ま
す
と
、
農
地
集
積
率
は
、
令
和

六
年
四
月
現
在
で
六
十
四
％
と
、
こ

こ
数
年
顕
著
な
伸
び
を
示
し
て
お
り

ま
す
が
、
傾
斜
地
や
小
面
積
の
農
地
、

効
率
的
な
農
作
業
が
困
難
な
農
地

は
、
担
い
手
へ
の
集
積
が
難
し
い
状

況
に
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
集
落
で
の
共
同
活
動
の
作
業
は
、

農
業
に
携
わ
る
農
家
が
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
く
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の

維
持
管
理
の
形
態
が
将
来
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
事
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
男
女
平
等
参
画

の
基
本
計
画
に
お
い
て
、「
土
地
改
良

区
の
理
事
の
占
め
る
女
性
の
割
合
を

二
〇
二
五
年
度
ま
で
に
一
〇
％
」
以

上
に
す
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、

目
標
達
成
に
向
け
た
行
動
指
針
が
策

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
土
地
改
良

区
に
お
き
ま
し
て
も
、
前
回
の
総
代

会
に
お
い
て
、「
員
外
理
事
制
度
の
導

入
」
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
今

回
、「
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
役
員

　

さ
て
近
年
、
異
常
気
象
が
常
態
化

し
て
い
る
中
、
昨
年
の
七
月
に
は
秋

田
県
に
お
い
て
記
録
的
な
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
山

形
県
で
も
、
七
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
六
日
に
か
け
線
状
降
水
帯
に
よ

る
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
大

雨
特
別
警
報
が
二
度
も
発
令
さ
れ
、

最
上
・
庄
内
地
方
を
中
心
に
発
生
し

た
河
川
氾
濫
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

大
災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
地
改

良
区
が
管
理
す
る
農
業
用
施
設
も
軒

並
み
被
災
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
農
業

を
継
続
し
て
い
け
ま
す
よ
う
、
一
日

も
早
い
回
復
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
改
良
区
管
内
に
お
き
ま

し
て
も
、
六
月
の
高
温
少
雨
は
、
山

形
の
名
産
さ
く
ら
ん
ぼ
に
も
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
大
打
撃
を
与
え
て
お
り

ま
す
。
山
形
市
の
六
月
の
降
水
量
は
、

平
年
比
三
十
五
％
と
極
端
に
少
な
く
、

水
源
と
し
て
い
る
長
井
ダ
ム
の
貯
水

率
も
六
月
二
十
四
日
に
は
、
同
時
期

で
は
過
去
最
低
の
水
位
と
な
り
、
当

改
良
区
で
も「
緊
急
水
利
調
整
委
員

会
」
を
招
集
し
、
番
水
に
よ
る
水
量

調
整
の
体
制
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き

（
員
外
理
事
）
の
選
任
」
に
お
い
て
、

女
性
理
事
の
登
用
を
提
案
さ
せ
て
頂

き
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
、
土
地
改
良
区
が
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
、
そ
し
て
、

そ
れ
ら
に
課
せ
ら
れ
る
課
題
は
益
々

大
き
く
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
将
来
に
向
け
た
運
営
を
目
指

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【第187回総代会の様子】

最上川中流だより令和6年12月 （2）第 94 号



役
員
（
員
外
理
事
）
選
任

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
会
計
細
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第
二
号 

令
和
五
年
度
決
算
関
係
書
類
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
三
号 

令
和
六
年
度
一
般
会
計
第
一
回
補
正
予
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
四
号 
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
役
員
（
員
外
理
事
）
選
任
に
係
る
立
会
人
の

 
選
任
に
つ
い
て

議
第
五
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
役
員
（
員
外
理
事
）
選
任
に
つ
い
て

議
第
六
号 

付
帯
決
議
に
つ
い
て

令和６年山形県内７月豪雨被災地義援金のご報告
　本年７月に発生した庄内・最上地方を中心とした記録的豪雨により、亡くなられた方々にお悔やみ申し上
げますとともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
　今回の大雨では、被災状況が広範囲にわたり、土地改良施設にも大きな被害をもたらしていることから、
山新放送愛の事業団を通じて些少ながら本土地改良区の義援金を送らせていただきました。
　被災された地域の一刻も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

【第187回総代会の様子】

　
土
地
改
良
団
体
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
が
推
進
さ
れ
、
全
国
の
土
地
改
良
区
の

理
事
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
二
〇
二
五

年
度
ま
で
一
〇
％
以
上
に
す
る
と
い
う
目

標
か
ら
、
第
一
八
七
回
総
代
会
に
お
い
て
、

員
外
理
事（
女
性
理
事
）一
名
の
選
任
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
女
性
が
持
っ
て
い
る
意
見
や
ア
イ
デ
ア

が
加
わ
る
こ
と
で
、
業
務
改
善
や
改
良
区

運
営
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
任
期
は
、
令
和
七
年
十
月
二
十
一
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

【大築理事長と堀野理事】

第
一
八
七
回 

総
代
会
開
催

　
第
一
八
七
回
総
代
会
が
、
令
和
六
年
八
月
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
六
十
六
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
審
議
が
進
め
ら
れ
上
程
さ
れ
た
令
和
五
年

度
各
会
計
決
算
な
ど
全
案
件
（
六
議
案
）
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最上川中流だより 令和6年12月（3） 第 94 号



 

積立金

監　査　報　告
　最上川中流土地改良区定款第22条の規定に基づき、最上川中流土地改良区の業務並びに経理の状況を、令和５年度
中間監査として、令和６年１月26日に、また決算監査として令和６年７月４日・５日の２日間にわたり、監事３名出
席のもと、各関係書類の提出を求め、詳細に監査を実施したが、適正に執行され正確であることを確認しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括監事　　江　口　順　市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　　渡　邉　欣　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　　五十嵐　　　昇

中間監査（書類検査）中間監査（書類検査） 決算監査（現場踏査）決算監査（現場踏査）

収入合計　　　840,738,929
支出合計　　　630,131,829
差引残額　　　210,607,100（次年度繰越）

令和５年度 決算報告

令和５年度の一般会計収支決算及び財務諸表は、第187回総代会において議決されました。
（単位：円）

科　　目 予算額 決算額 比較増減 附記
1.土地改良事業収入 392,002,000 395,937,603 3,935,603 賦課金、決済金
2.附帯事業収入 18,890,000 19,721,988 831,988 使用料他
3.基本財産運用収入 20,000 1,726 △ 18,274 定期預金利息
4.特定資産運用収入 300,000 515 △ 299,485 定期預金利息
5.補助金等収入 12,990,000 16,771,289 3,781,289 事業補助金
6.交付金収入 88,220,000 88,200,000 △ 20,000 適正化事業交付金
7.業務受託料収入 58,840,000 58,832,400 △ 7,600 基幹水利事業、山形発電
8.雑収入 9,720,000 10,469,357 749,357 過年度賦課金他
9.借入金収入 20,000 0 △ 20,000
10.基本財産取崩収入 20,000 0 △ 20,000
11.特定資産取崩収入 28,580,000 28,347,905 △ 232,095 各地区積立資金取崩
12.固定資産売却収入 50,000 54,862 4,862 財産処分
13.出資金返還収入 10,000 0 △ 10,000
14.貸出返済金収入 10,000 0 △ 10,000
15.会計内繰入金 3,630,000 3,526,835 △ 103,165 電気料清算金他
16.繰越金 218,730,000 218,874,449 144,449 前年度繰越金

合計 832,032,000 840,738,929 8,706,929

（単位：円）

【 収 入 】

科　　目 予算額 決算額 比較増減 附記
1.土地改良事業費支出 432,673,600 385,657,306 △ 47,016,294 維持管理工事他
2.一般管理費 182,476,448 162,266,916 △ 20,209,532 運営事務費他
3.土地改良事業負担金等支出 8,430,000 8,416,000 △ 14,000 基幹水利事業分担金
4.借入金返済支出 30,000 0 △ 30,000
5.支払利息 20,000 0 △ 20,000
6.固定資産取得支出 2,310,000 1,997,996 △ 312,004 器具備品取得費
7.出資金取得支出 10,000 0 △ 10,000
8.基本財産積立支出 41,617,324 41,617,324 0 積立金繰出金
9.特定資産積立支出 26,756,656 26,607,547 △ 149,109 各地区積立資金繰出金
10.雑支出 180,000 41,905 △ 138,095 申請取下げによる還付
11.会計内繰出金 3,740,000 3,526,835 △ 213,165 電気料清算金他
12.予備費 133,787,972 0 △ 133,787,972

合計 832,032,000 630,131,829 △ 201,900,171

【　支　　出　】
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積立金

監　査　報　告
　最上川中流土地改良区定款第22条の規定に基づき、最上川中流土地改良区の業務並びに経理の状況を、令和５年度
中間監査として、令和６年１月26日に、また決算監査として令和６年７月４日・５日の２日間にわたり、監事３名出
席のもと、各関係書類の提出を求め、詳細に監査を実施したが、適正に執行され正確であることを確認しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括監事　　江　口　順　市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　　渡　邉　欣　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　　事　　五十嵐　　　昇

中間監査（書類検査）中間監査（書類検査） 決算監査（現場踏査）決算監査（現場踏査）

収入合計　　　840,738,929
支出合計　　　630,131,829
差引残額　　　210,607,100（次年度繰越）

令和５年度 決算報告

令和５年度の一般会計収支決算及び財務諸表は、第187回総代会において議決されました。
（単位：円）

科　　目 予算額 決算額 比較増減 附記
1.土地改良事業収入 392,002,000 395,937,603 3,935,603 賦課金、決済金
2.附帯事業収入 18,890,000 19,721,988 831,988 使用料他
3.基本財産運用収入 20,000 1,726 △ 18,274 定期預金利息
4.特定資産運用収入 300,000 515 △ 299,485 定期預金利息
5.補助金等収入 12,990,000 16,771,289 3,781,289 事業補助金
6.交付金収入 88,220,000 88,200,000 △ 20,000 適正化事業交付金
7.業務受託料収入 58,840,000 58,832,400 △ 7,600 基幹水利事業、山形発電
8.雑収入 9,720,000 10,469,357 749,357 過年度賦課金他
9.借入金収入 20,000 0 △ 20,000
10.基本財産取崩収入 20,000 0 △ 20,000
11.特定資産取崩収入 28,580,000 28,347,905 △ 232,095 各地区積立資金取崩
12.固定資産売却収入 50,000 54,862 4,862 財産処分
13.出資金返還収入 10,000 0 △ 10,000
14.貸出返済金収入 10,000 0 △ 10,000
15.会計内繰入金 3,630,000 3,526,835 △ 103,165 電気料清算金他
16.繰越金 218,730,000 218,874,449 144,449 前年度繰越金

合計 832,032,000 840,738,929 8,706,929

（単位：円）

【 収 入 】

科　　目 予算額 決算額 比較増減 附記
1.土地改良事業費支出 432,673,600 385,657,306 △ 47,016,294 維持管理工事他
2.一般管理費 182,476,448 162,266,916 △ 20,209,532 運営事務費他
3.土地改良事業負担金等支出 8,430,000 8,416,000 △ 14,000 基幹水利事業分担金
4.借入金返済支出 30,000 0 △ 30,000
5.支払利息 20,000 0 △ 20,000
6.固定資産取得支出 2,310,000 1,997,996 △ 312,004 器具備品取得費
7.出資金取得支出 10,000 0 △ 10,000
8.基本財産積立支出 41,617,324 41,617,324 0 積立金繰出金
9.特定資産積立支出 26,756,656 26,607,547 △ 149,109 各地区積立資金繰出金
10.雑支出 180,000 41,905 △ 138,095 申請取下げによる還付
11.会計内繰出金 3,740,000 3,526,835 △ 213,165 電気料清算金他
12.予備費 133,787,972 0 △ 133,787,972

合計 832,032,000 630,131,829 △ 201,900,171

【　支　　出　】

最上川中流だより 令和6年12月（5） 第 94 号



貸借対照表

財産目録

今
年
の
水
管
理
を
振
り
返
っ
て

水
利
調
整
委
員
会 

委
員
長 

大
木
　万
之
助

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
改
良
区
の
水
管
理
運
営
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
水
利
調
整
委
員
の
皆

様
に
は
各
施
設
の
管
理
及
び
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
、大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
七
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
近
年
に
な
い
暖
冬
少
雨
の
気
候
に
よ
り
、
代
掻
き
以
降
の
水
不
足

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
高
温
少
雨
傾
向
が
続
き
、
六
月
下
旬
に
は
長

井
ダ
ム
や
蔵
王
ダ
ム
、
各
河
川
・
溜
池
等
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
、
各
方
面

よ
り
強
く
節
水
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
当
改
良
区
及
び
水
利

調
整
委
員
会
三
役
会
に
お
い
て
対
策
を
検
討
し
、
各
管
理
委
員
会
へ
番
水
計
画

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
上
旬
に
は
緊
急
の
水
利
調
整
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
七
月
七
日
か
ら
十
日
の
降
雨
に
よ
り
水
利
状
況
が
好
転
し
た

た
め
、
番
水
計
画
は
中
止
と
な
り
、
会
議
に
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
高
温
状
態
は
続
き
ま
し
た
が
、
適
度
な
降
雨
も
あ
り
、
稲
の
生
育

は
順
調
な
経
過
で
稲
刈
り
を
迎
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
冬
場
か
ら
の
異
常
な
渇
水
続
き
が
あ
り
、
幸
い
に
も
天
の
恵
み
で
解

消
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆
様
に
は
水
管
理
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
異
常
気
象
が
常
態
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
国
・
県
・

市
町
村
の
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
管
理
運
営
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
区
管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

地
区
管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

南
山
形
地
区
管
理
運
営
委
員
会
　委
員
長 
古
頭
　金
一
郎

　
南
山
形
地
区
管
理
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
活

動
組
織
と
し
て
今
年
度
新
た
に
黒
沢
松
原
み
ど
り
の
会
が
設
立
さ
れ
、
南
山

形
で
は
全
地
区
に
お
い
て
組
織
が
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
谷
柏
新
堰
防
災
減
災
事
業
に
よ
り
新
た
に
排
水
施
設
が
で
き
、
本

年
七
月
と
九
月
の
豪
雨
で
も
、
津
金
沢
地
区
の
田
畑
に
冠
水
な
ど
の
被
害
は

な
く
、
排
水
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
谷
柏
新
堰
改
修
事
業
が

早
期
に
完
成
す
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
明
神
堰
は
江
戸
時
代
後
期
に
造
ら
れ
、
茂
吉
記
念
館
の
東
側
に
頭
首
工

が
あ
り
、
総
延
長
は
三
千
百
九
十
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
管
理
に
関
し
て
は
、

六
ケ
村
で
春
と
秋
に
草
刈
り
と
踏
査
を
行
い
、
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、
春

夏
秋
に
松
原
大
沼
も
含
め
て
管
理
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
役
員

が
一
ヶ
月
二
名
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
毎
月
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
明
神
堰
は
、
南
山
形
地
区
で
は
命
の
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
石
積

み
の
堰
が
約
千
メ
ー
ト
ル
残
っ
て
お
り
、
改
修
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
切
な
水
源
を
維
持
管
理
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
組
合
員
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【防災減災事業谷柏新堰（本線水路）】

【防災減災事業（花川に設け
られた新たな放流口）】
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貸借対照表

財産目録

今
年
の
水
管
理
を
振
り
返
っ
て

水
利
調
整
委
員
会 

委
員
長 

大
木
　万
之
助

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
改
良
区
の
水
管
理
運
営
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
水
利
調
整
委
員
の
皆

様
に
は
各
施
設
の
管
理
及
び
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
、大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
七
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
近
年
に
な
い
暖
冬
少
雨
の
気
候
に
よ
り
、
代
掻
き
以
降
の
水
不
足

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
高
温
少
雨
傾
向
が
続
き
、
六
月
下
旬
に
は
長

井
ダ
ム
や
蔵
王
ダ
ム
、
各
河
川
・
溜
池
等
の
水
位
が
異
常
に
低
下
し
、
各
方
面

よ
り
強
く
節
水
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
当
改
良
区
及
び
水
利

調
整
委
員
会
三
役
会
に
お
い
て
対
策
を
検
討
し
、
各
管
理
委
員
会
へ
番
水
計
画

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
上
旬
に
は
緊
急
の
水
利
調
整
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
七
月
七
日
か
ら
十
日
の
降
雨
に
よ
り
水
利
状
況
が
好
転
し
た

た
め
、
番
水
計
画
は
中
止
と
な
り
、
会
議
に
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
高
温
状
態
は
続
き
ま
し
た
が
、
適
度
な
降
雨
も
あ
り
、
稲
の
生
育

は
順
調
な
経
過
で
稲
刈
り
を
迎
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
冬
場
か
ら
の
異
常
な
渇
水
続
き
が
あ
り
、
幸
い
に
も
天
の
恵
み
で
解

消
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆
様
に
は
水
管
理
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
異
常
気
象
が
常
態
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
国
・
県
・

市
町
村
の
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
管
理
運
営
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
区
管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

地
区
管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

南
山
形
地
区
管
理
運
営
委
員
会
　委
員
長 

古
頭
　金
一
郎

　
南
山
形
地
区
管
理
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
活

動
組
織
と
し
て
今
年
度
新
た
に
黒
沢
松
原
み
ど
り
の
会
が
設
立
さ
れ
、
南
山

形
で
は
全
地
区
に
お
い
て
組
織
が
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
谷
柏
新
堰
防
災
減
災
事
業
に
よ
り
新
た
に
排
水
施
設
が
で
き
、
本

年
七
月
と
九
月
の
豪
雨
で
も
、
津
金
沢
地
区
の
田
畑
に
冠
水
な
ど
の
被
害
は

な
く
、
排
水
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
谷
柏
新
堰
改
修
事
業
が

早
期
に
完
成
す
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
明
神
堰
は
江
戸
時
代
後
期
に
造
ら
れ
、
茂
吉
記
念
館
の
東
側
に
頭
首
工

が
あ
り
、
総
延
長
は
三
千
百
九
十
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
管
理
に
関
し
て
は
、

六
ケ
村
で
春
と
秋
に
草
刈
り
と
踏
査
を
行
い
、
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、
春

夏
秋
に
松
原
大
沼
も
含
め
て
管
理
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
役
員

が
一
ヶ
月
二
名
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
毎
月
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
明
神
堰
は
、
南
山
形
地
区
で
は
命
の
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
石
積

み
の
堰
が
約
千
メ
ー
ト
ル
残
っ
て
お
り
、
改
修
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
切
な
水
源
を
維
持
管
理
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
組
合
員
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

【防災減災事業谷柏新堰（本線水路）】

【防災減災事業（花川に設け
られた新たな放流口）】
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役員研修
　８月27日からの日程で、ヤンマーアグリソリューションセンター北海道・北海道農業研究センター本
所にて役員研修を行いました。
　圃場の状態・利用状況における農機の選定、大型圃場における栽培技術並びに、技術的指導、スマー
ト農業等に関して説明がありました。
　山形県ならではの農業に関する圃場環境や、農道・水路の管理方法を検討及び導入していく際の参考
になる研修になりました。

【ヤンマーアグリソリューションセンターの様子】 【北海道農業研究センター本所の様子】

総代研修
　総代40名が参加し、９月３日からの日程で北海道厚真町の『厚真町土地改良区』にて、総代研修を行い
ました。
　国営・道営事業の概要や、平成30年に発生した北海道胆振東部地震の当時の被害状況、その後の災害
復旧事業について等の説明を受けました。質疑応答後には実際に被害のあった厚真ダムへ移動し、ダム
の崩落箇所や洪水吐の損壊箇所などの復旧状況を現地で視察しました。
　今回の研修を経て、自然災害への備えの重要性や、地域性へ特化した改良区運営の実態について学ぶ
ことができ、今後の運営の参考となる大変有意義な研修になりました。

【研修の様子】 【厚真ダムにて現地視察】

利水豊穣秋の感謝祭

中流管内施設視察

　当改良区の恒例行事である「利水豊穣秋の感謝祭」が令和６年10月31日（木）に執り行われました。
　利水豊穣碑前にて「感謝の儀」により実りの秋に感謝を申し上げ拝礼を行いました。
　直会では、つきたての餅をいただきながら恵みのありがたみを噛みしめ、今年１年の収穫と豊水に感
謝しました。

【感謝の儀】 【直会の様子】

　当改良区へ多くの皆様が視察にみえられ、土地改良区の役割を理解していただきました。
　お越しいただきありがとうございました。

R6.5.14 
【山形県議会農林水産常任委員会現地調査】

R6.8.26
【インターンシップ実習生】

R6.6.2
【山形五堰に関わる施設見学会】

R6.11.16
【山形市農業委員会第２ブロック施設見学】

他にも多くの団体の皆様が視察にみえました。
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役員研修
　８月27日からの日程で、ヤンマーアグリソリューションセンター北海道・北海道農業研究センター本
所にて役員研修を行いました。
　圃場の状態・利用状況における農機の選定、大型圃場における栽培技術並びに、技術的指導、スマー
ト農業等に関して説明がありました。
　山形県ならではの農業に関する圃場環境や、農道・水路の管理方法を検討及び導入していく際の参考
になる研修になりました。

【ヤンマーアグリソリューションセンターの様子】 【北海道農業研究センター本所の様子】

総代研修
　総代40名が参加し、９月３日からの日程で北海道厚真町の『厚真町土地改良区』にて、総代研修を行い
ました。
　国営・道営事業の概要や、平成30年に発生した北海道胆振東部地震の当時の被害状況、その後の災害
復旧事業について等の説明を受けました。質疑応答後には実際に被害のあった厚真ダムへ移動し、ダム
の崩落箇所や洪水吐の損壊箇所などの復旧状況を現地で視察しました。
　今回の研修を経て、自然災害への備えの重要性や、地域性へ特化した改良区運営の実態について学ぶ
ことができ、今後の運営の参考となる大変有意義な研修になりました。

【研修の様子】 【厚真ダムにて現地視察】

利水豊穣秋の感謝祭

中流管内施設視察

　当改良区の恒例行事である「利水豊穣秋の感謝祭」が令和６年10月31日（木）に執り行われました。
　利水豊穣碑前にて「感謝の儀」により実りの秋に感謝を申し上げ拝礼を行いました。
　直会では、つきたての餅をいただきながら恵みのありがたみを噛みしめ、今年１年の収穫と豊水に感
謝しました。

【感謝の儀】 【直会の様子】

　当改良区へ多くの皆様が視察にみえられ、土地改良区の役割を理解していただきました。
　お越しいただきありがとうございました。

R6.5.14 
【山形県議会農林水産常任委員会現地調査】

R6.8.26
【インターンシップ実習生】

R6.6.2
【山形五堰に関わる施設見学会】

R6.11.16
【山形市農業委員会第２ブロック施設見学】

他にも多くの団体の皆様が視察にみえました。
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◇◇◇土地改良区への通知義務について◇◇◇

【組合員の資格変更】
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の

組合員名簿及び土地台帳等は変更されません。賦課の基準は毎年４月１日現在の土地改良

区の台帳に記載されている事項を対象に賦課しておりますので、移動等がありましたら、

速やかに届出下さい。 

１．所有権や耕作権の移動（売買、賃貸借、交換） 

２．死亡又は生前贈与等の名義変更 

３．農業者年金受給のため経営移譲 

４．住所等の変更 

５．賦課金の振替口座関係の変更 

【農地転用】（公共用地に買収された時も届出が必要）
１．農地を転用等により地区から除外する場合は、地区除外決済金を納付していただ

きます。 

２．公共事業による農地買収の場合も届出が必要です。そのままにしておきますと賦

課面積の変更は生じません。 

【土地改良施設の他目的使用の届出】
土地改良施設（用排水路・農道等）を下記の目的等で使用する場合は、『土地改良施設使

用許可申請書』を提出し、許可を得て使用料を納付してから使用することになります。 

１．雨水排水の放流        ６．農地改良に伴う農道使用 

２．工場等の雑排水放流      ７．下水管、水道管、排水管等の埋設 

３．水路への蓋（橋）掛け     ８．電柱等の設置 

４．工事に伴う水路敷使用     ９．宅地への通用路としての農道使用

５．工事に伴う農道使用 

※ 滞納されている土地の権利を取得すると、土地改良法第４２条（権利義務の継承及び決済）

により新組合員が滞納賦課金を支払わなければなりません。 

１．土地改良施設の他目的使用料
（農道使用の場合）

個人 1 件年額 2,000 円 

※ 尚、組合員以外の場合は別料金

となります

２．境界の立会い 
 ●境界立会申請 

1 件  5,000 円 

 ●誤謬訂正の申請 

1 件 10,000 円 

●測 量         実 費 

３．各種意見書交付手数料 
1 件  1,000 円

（農地転用に係る手数料は、 

面積によって異なります） 

４．各種証明書交付手数料 
1 件  1,000 円 

５．農地改良に係る手数料 
1 件  1,000 円 

※ 別途、消費税がかかります。

※ 詳細については、最上川中流土地改良区事務所まで、お問い合わせください。

注意！滞納賦課金は新組合員が継承注意！滞納賦課金は新組合員が継承

山形市土地改良区連合会要請活動

山形五堰クリーン作戦

佐藤孝弘　山形市長へ要請 長谷川幸司　山形市議会議長へ要請

　11月17日（日）、令和５年に世界かんがい施
設遺産に登録された山形五堰のクリーン作戦が
開催されました。このイベントは山形五堰の環
境美化を目的として山形市により毎年開催され
ており、当土地改良区の職員も参加をして八ヶ
郷堰のゴミ拾いを行いました。

やまがた美味しいカーニバル
　10月19日（土）、県民ふれあい広場でやまが
た美味しいカーニバルが開催されました。この
イベントは山形市産の農畜産物産直や試食など
を通じて魅力を発信する目的で毎年実施されて
おり、当土地改良区は山形市農林部農村整備課
と協力し、土地改良施設パネルと農業用水路に
住む生き物達の展示を行いました。

　山形市に受益地を持つ土地改良区で組織される山形市土地改良区連合会による要請活動を11月18日
に行いました。佐藤山形市長並びに、長谷川山形市議会議長へそれぞれ要請書を手交し、土地改良施設
の適切な保全管理と管理体制の見直しについて強く要望いたしました。
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◇◇◇土地改良区への通知義務について◇◇◇

【組合員の資格変更】
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の

組合員名簿及び土地台帳等は変更されません。賦課の基準は毎年４月１日現在の土地改良

区の台帳に記載されている事項を対象に賦課しておりますので、移動等がありましたら、

速やかに届出下さい。 

１．所有権や耕作権の移動（売買、賃貸借、交換） 

２．死亡又は生前贈与等の名義変更 

３．農業者年金受給のため経営移譲 

４．住所等の変更 

５．賦課金の振替口座関係の変更 

【農地転用】（公共用地に買収された時も届出が必要）
１．農地を転用等により地区から除外する場合は、地区除外決済金を納付していただ

きます。 

２．公共事業による農地買収の場合も届出が必要です。そのままにしておきますと賦

課面積の変更は生じません。 

【土地改良施設の他目的使用の届出】
土地改良施設（用排水路・農道等）を下記の目的等で使用する場合は、『土地改良施設使

用許可申請書』を提出し、許可を得て使用料を納付してから使用することになります。 

１．雨水排水の放流        ６．農地改良に伴う農道使用 

２．工場等の雑排水放流      ７．下水管、水道管、排水管等の埋設 

３．水路への蓋（橋）掛け     ８．電柱等の設置 

４．工事に伴う水路敷使用     ９．宅地への通用路としての農道使用

５．工事に伴う農道使用 

※ 滞納されている土地の権利を取得すると、土地改良法第４２条（権利義務の継承及び決済）

により新組合員が滞納賦課金を支払わなければなりません。 

１．土地改良施設の他目的使用料
（農道使用の場合）

個人 1 件年額 2,000 円 

※ 尚、組合員以外の場合は別料金

となります

２．境界の立会い 
 ●境界立会申請 

1 件  5,000 円 

 ●誤謬訂正の申請 

1 件 10,000 円 

●測 量         実 費 

３．各種意見書交付手数料 
1 件  1,000 円

（農地転用に係る手数料は、 

面積によって異なります） 

４．各種証明書交付手数料 
1 件  1,000 円 

５．農地改良に係る手数料 
1 件  1,000 円 

※ 別途、消費税がかかります。

※ 詳細については、最上川中流土地改良区事務所まで、お問い合わせください。

注意！滞納賦課金は新組合員が継承注意！滞納賦課金は新組合員が継承

山形市土地改良区連合会要請活動

山形五堰クリーン作戦

佐藤孝弘　山形市長へ要請 長谷川幸司　山形市議会議長へ要請

　11月17日（日）、令和５年に世界かんがい施
設遺産に登録された山形五堰のクリーン作戦が
開催されました。このイベントは山形五堰の環
境美化を目的として山形市により毎年開催され
ており、当土地改良区の職員も参加をして八ヶ
郷堰のゴミ拾いを行いました。

やまがた美味しいカーニバル
　10月19日（土）、県民ふれあい広場でやまが
た美味しいカーニバルが開催されました。この
イベントは山形市産の農畜産物産直や試食など
を通じて魅力を発信する目的で毎年実施されて
おり、当土地改良区は山形市農林部農村整備課
と協力し、土地改良施設パネルと農業用水路に
住む生き物達の展示を行いました。

　山形市に受益地を持つ土地改良区で組織される山形市土地改良区連合会による要請活動を11月18日
に行いました。佐藤山形市長並びに、長谷川山形市議会議長へそれぞれ要請書を手交し、土地改良施設
の適切な保全管理と管理体制の見直しについて強く要望いたしました。
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農業用排水路施設等での事故防止のお願い

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金 

活
動
紹
介

近年農業用施設での水難事故が多発しております。
水路やため池周辺で水遊び等をする子供を見かけたら、「あぶないよ！」
とご注意くださいますようお願い申し上げます。
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